
可
観
小
既
容
十
八

一
、
去
年
極
月
四
日
大
坂
表
御
陣
替
の
時
、
組
頭
の
下
知
を
も
き
か

宇
先
へ
参
候
事
。

て
鍬
胞
の
者
を
連
、
打
せ
不
申
事
。

一
、
引
取
候
糊
銭
地
の
者
召
連
、
次
第
能
〈
引
取
不
申
事
。

一
‘
組
の
鍛
地
頭
以
下
先
へ
出
候
時
、
互
に
善
悪
の
者
様
子
可
申
上

候
事
。

右
の
僚
々
た
と
ひ
親
類
知
音
た
り
と
い
ふ
と
も
、
ひ
い
き
へ
ん
ぱ
ん

-
泣
く
有
様
に
せ
ん
さ
く
い
た
し
、
一
人
宛
の
手
前
h

内
々
の
様
子
可
申

上
候
事
。
以
上
。

私
自
。
右
五
ク
僚
の
奥
曹
、
年
続
月
日
も
・
な
〈
古
築
の
潟
有
之
に

付
、
共
通
に
寝
之
。
疑
ふ
ら
く
は
.
元
和
元
年
微
妙
公
御
書
出
を

以

τ、
寅
の
各
の
職
功
御
帯
の
趣
と
見
え
た
り
。

一
、
犬
坂
夏
陣
質
審
七
簡
保

大
坂
二
度
目
の
御
陣
に
、
安
房
守
武
者
を
二
段
に
し
て
、
共
内
よ
り
織

地
の
つ
は
物
三
十
挺
‘
馬
上
三
十
人
つ
は
物
を
え
り
出
し
‘
か
け
ま

は
る
町
と
も
に
め
し
つ
れ
、
大
坂
勢
か
L
り
き
た
り
候
は
ど
、
さ
き
の

鍛
勉
う
た
せ
、
二
段
め
の
も
の
ど
も
ゐ
め
き
叫
ん
で
た
h

か
ひ
候
蕗

を
J
-
一
十
挺
の
馬
上
種
が
島
の
織
地
よ
と
合
に
う
た
せ
、
三
十
人
の
馬

ー

は
や
城
は
薄
城
と
相
見
え
申
候
。
そ
れ
に
付
て
味
方
か
と
烏
も
ひ
さ

き
へ
は
た
ら
き
申
候
。
共
刻
城
内
よ
り
馬
上
二
一
騎
申
付
、
雨
御
所
様

へ
.
披
は
落
城
仕
候
閑
御
法
進
被
成
候
て
可
然
と
申
候
て
‘
筑
前
線

へ
申
上
る
。
則
安
易
守
も
の
を
被
建
候
。
存
合
候
へ
ば
、
て
き
か
と

今
は
治
ぽ
え
申
候
。

一
、
大
坂
岡
山
に
て
七
日
の
御
合
戦
の
時
、
道
筋
に
大
坂
勢
高
見
に

黒
山
の
如
く
相
見
え
申
候
。
味
方
の
人
数
も
道
筋
高
見
に
立
申
候
。

鍵
方
下
は
だ
ら
/
¥
治
り
に
で
候
。
は
じ
め
は
閑
繍
・
安
易
守
三
人

の
談
合
に
て
.
大
坂
勢
道
筋
く
る
山
の
ご
と
く
に
控
申
た
る
所
で

つ
い
て
か
L
る
べ
し
と
被
申
候
。
共
時
山
城
守
側
一
切
r
w
h一
終
結
u
u
t刈
k

少
し
乗
出
し
見
申
候
へ
ば
‘
だ
ら
/
¥
語
り
の
下
細
路
に
て
候
僚
、

此
大
人
数
細
路
に
で
っ
か
へ
可
申
候
問
、
右
の
方
へ
ま
は
し
侯

τは

如
何
と
、
安
房
守
・
閑
繍
へ
談
合
申
候
へ
ば
、
雨
入
も
一
段
元
の
由
早

速
う
け
申
候
。
然
る
所
に
筑
前
様
被
成
御
座
候
に
付

τ、
三
人
の
申

ぷ
ん
申
上
候
へ
ば
‘
一
段
4

ん
に
候
問
右
へ
ま
は
し
候
へ
と
御
下
知
に

て
ま
は
し
申
候
。

一
、
大
坂
七
日
の
御
合
戦
の
時
、
山
城
守
殊
の
外
は
や
り
申
に
付
て
‘

御
陣
よ
り
罷
返
り
相
等
候
へ
ば
、
よ
く
見
付
候
。
申
ご
と
く
は
や
り
申
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三
回

O

上
魚
鱗
に
し
て
鎗
先
を
並
ペ
‘
ど
っ
と
か
L
り
候
は
ど
勝
事
う
た
が

ひ
な
し
と
下
知
し
け
る
。

一
、
大
坂
勢
少
し
も
た
ま
ら
宇
敗
軍
い
た
し
候
。
そ
の
敗
寧
武
者
の

内
よ
り
か
ち
も
の

E
も
、
み
か
た
に
ま
ね
び
さ
ま
よ
ひ
，
候
底
を
、
安
易

守
め
し
漣
た
る
三
十
人
の
馬
上
と
れ
を
見
て
、
高
名
可
仕
と
沿
も
ひ

候
ひ
て
走
り
出
候
へ
ぽ
、
安
房
守
下
知
し
け
る
は
、
あ
の
か
ち
も
の
&

首
を
取
候
は
w
h

、
く
せ
事
比
興
も
の
と
下
知
し
け
る
。
大
事
の
前
の

小
事
、
此
先
よ
き
武
者
と
れ
あ
る
ぺ
〈
候
問
、
武
者
魚
鱗
に
し
て
惣

川
柳
際
へ
付
候
へ
と
申
・
け
る
。
伊
賀
申
候
は
、
披
へ
衆
入
候
閥
、
い
そ

ぎ
乗
候
へ
と
安
房
守
に
申
候
魔
に
、
安
房
守
申
候
は
、
今
少
し
見
合
候

へ
と
申
候
へ
ば
、
伊
賀
さ
ら
ば
先
を
見
合
ざ
い
を
ふ
hv
可
申
閥
、
ざ

い
次
第
に
御
衆
可
有
と
申
す
。
共
時
安
房
守
三
十
人
の
錦
地
を
立
並

ぺ
て
、
人
数
寄
合
も
の
は
魚
鱗
に
し
て
披
へ
か
L
り
候
へ
ば
、
よ
と
町

よ
り
馬
来
二
十
騎
許
馳
向
ふ
。
伊
賀
守
馬
よ
り
烏
り
立

τ、
鎗
沿
っ
取

す
a
A

み
出
で
申
候
へ
ば
、
安
易
守
申
候
は
、
二
間
三
間
へ
ひ
き
ょ
せ
、

そ
の
時
種
が
島
の
畿
地
三
十
挺
‘
馬
上
の
手
人
数
三
十
騎
、
組
の
寄

A
n
も
の
い
づ
れ
も
魚
鱗
陀
し
て
'
、

一
文
字
に
か
h

る
ぺ
き
と
下
知
し

給
ふ
。
共
時
は
や
む
か
ふ
武
者
の
内
よ
り
-
人
さ
し
出
る
0

・
安
易
守
、

候
。
そ
の
は
や
り
た
る
御
見
あ
て
の
事
承
候
。
大
坂
勢
道
筋
に
黒
山

の
ご
と
く
に
備
へ
て
と
れ
あ
る
そ
の
内
よ
り
、
歩
武
者
五
七
人
宛
大

坂
へ
引
取
申
候
。
強
〈
ぽ
た
に
し
に
引
取
可
申
候
哉
。
よ
わ
き
に
し

り
ぞ
く
と
、
と
L
を
も
っ
て
は
や
り
申
と
申
候
。
残
所
も
と
れ
な
き

御
見
あ
て
に
候
と
、
殊
の
外
ほ
め
申
候
。

一
、
御
合
戦
味
方
の
人
数
、
そ
た
へ
/
¥
を
魚
鱗
に
し
て
黒
山
の
ご

と
く
に
し
て
突
か
L
り
候
へ
ば
‘
そ
れ
を
み
て
大
坂
勢
少
し
も
つ
か

へ
宇
共
ま
L
敗
箪
。
城
中
へ
つ
け
入
、
先
づ
一
番
に
山
城
守
火
を
付
さ

せ
、
共
時
按
内
に
て
の
ぼ
り
を
家
の
う
へ
へ
指
あ
げ
候
を
‘
筑
前
様

御
覧
被
成
候
。

て
そ
の
ま
h
筑
前
様
被
成
御
座
候
廃
へ
、
山
城
守
早
々
と
さ
れ
候

て
、
按
は
火
を
か
け
焼
く
づ
し
落
城
い
た
し
候
僚
、
念
ぎ
雨
御
所
様

へ
御
注
進
と
し
て
、
馬
上
雨
人
被
遁
候
て
可
然
と
筑
前
線
へ
被
仰
上
、

被
遜
候
。
又
は
し
ん
¥
残
る
家
を
、
御
歩
衆
被
遁
御
焼
可
被
成
候
由

に
、
是
叉
山
披
守
申
上
候
。

-
、
山
城
守
、
の
ぼ
り
指
一
番
に
家
の
上
へ
あ
が
り
候
も
の
に
銀
子

三
枚
、
二
番
に
あ
が
り
候
も
の
に
二
枚
、
三
番
に
あ
が
り
候
も
の
に

一
日
枝
被
雄
候
。
残
所
無
之
候
。
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一




